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北海道総合開発計画の推進について 《計画のポイントと計画の進め方》

○ 計画のポイントは、北海道の強みである「食」と「観光」を戦略的産業として位置付け、食と観光を担う「生産空間」を支えながら、
「世界水準の価値創造空間」の形成を目指すこと。

○ 社会や時代の要請を踏まえ、「世界水準の観光地の形成」「食料供給基地としての持続的発展」等に重点的に取り組む。
○ 計画を効果的に推進するため、目指す姿や行動の指針となる数値目標を念頭に置き、それを実現するための課題を明らかに

する。また、これらを関係者と共有し、施策を推進する。

全国１位の生産量の主な農水産物（Ｈ28）
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高齢化率ピーク時比
人口

年度（西暦）

北海道
人口

全国
人口

570万人(H9) 12,808万人(H20)

10年

10年

北海道
高齢化率

全国
高齢化率

全国よりも１０年先んじて人口減少が進展【例：別海町】
• 東京23区の2倍の面積
• 人口1.5万人
→ 約500万人分の生乳を生産

• ほたてがい：29.6万t（全国の69%）
• ばれいしょ：172万t（78%）
• 生乳：392万t（53%）

◎北海道は我が国の食料供給基地 ◎北海道の人口減少は全国よりも
10年程度先行

◎食の輸出、外国人観光客も増加傾向

◎本州等とは距離感の異なる
広域分散型社会

食料自給率： 185％ （全国38％）（H28概算値）

北海道の広さ

課題

※ 最寄り都市までの平均道路距離は、
全国の2倍以上
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「観光先進国」実現をリードする世界水準の観光地の形成 食料供給基地としての持続的発展

食と観光を担う「生産空間」を支える取組

北海道型地域構造の保持・形成 人流・物流ネットワークの整備 強靱で持続可能な国土の形成

農林水産業、観光等を担う「生産空間」を
支え「世界の北海道」を目指す

・ 世界と競争し得るポテンシャルがある
・ アジアなど世界の市場が拡大傾向

「食」「観光」が
戦略的産業

人口減少時代にあっても、

［数値目標の達成に向けた課題の抽出・共有］

社会や時代の要請を踏まえ
着実に計画を推進

計画（H28～概ねH37）の重点的取組

これからの北海道の戦略

北海道の現状
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出典：北海道「北海道観光入込客数調査報告書」出典：北海道「北海道食の輸出拡大戦略推進状況報告書」

道産食品輸出額：7年で約1.8倍に 来道外国人旅行者数：7年で約3.3倍に

約 1.8 倍

79

674億円

369

約 3.3 倍

264万人



計画の進行管理について

○ 計画を効果的に推進するため、行動の指針となる数値目標を念頭に置き、施策・取組を推進する。
○ 施策・取組の実施に当たっては、計画推進部会委員にファシリテーターとして参画して頂く。
○ 計画の推進状況の点検に当たっては、施策・取組の実施事例及びその効果を可能な限り把握する。
○ 数値目標・モニタリング指標等については、フォローアップを行う過程で、柔軟に見直しを行う。

平成30年11月9日現在

◇ 計画推進部会ファシリテーター

北海道全体の外国人宿泊客延数に対し道央圏
を除く５圏域の外国人宿泊客延数が占める割合

重点的に
取り組む事項

「観光先進国」
実現をリードする
世界水準の
観光地の形成

食料供給基地
としての
持続的発展

地域づくり
人材の発
掘・育成

強靱で持
続可能な
国土づくり

北海道を訪れる外国人旅行者の数

月別客室稼働率の最大月／最小月比

定 義数値目標

来道外国人旅行者数
500万人（H32年）

外国人宿泊客延数の
地方部割合（地域平準）

36%（H32年）

客室稼働率の季節較差
（季節平準）
1.4倍（H32年）

品目ごとの生産数量 × 品目ごとの農家庭先
販売価格（税込）

農業産出額
12,000億円（H37年）

北海道から函館税関を通じ、海外へ輸出された
道産食品の通関額

道産食品輸出額
1,500億円（H37年）

食料品製造業者から出荷される製品金額（加
工賃収入等を含む）

食料品製造業出荷額
22,000億円（H37年）

「世界の北海道」
選定件数

100件（H37年度）

世界水準の取組やフロンティア精神を発揮した
取組など「世界の北海道」に評価・選定された延
べ件数

以下の項目の対象市町村のうち、いずれかの項目を満たす市町村の割合
１） 最大クラスの洪水・内水に対応したハザードマップを作成・公表し、住民

の防災意識向上に繋がる訓練（机上、情報伝達等）を実施した市町村
２） 最大クラスの津波に対応したハザードマップを作成・公表し、住民の防

災意識向上に繋がる訓練（机上、情報伝達等）を実施した市町村
３） 国管理河川におけるタイムラインを策定し、住民の防災意識向上に繋

がる訓練（机上・情報伝達）を実施した市町村

防災体制を強化し、住
民の意識向上に取り組
んだ市町村の割合
100%（H32年度）

生
産
空
間
を
支
え
る
取
組

基準値

190万人
（H27年）

27%
（H27年）

1.7倍
（H27年）

1１,110
億円
（H26年）

663億円
（H26年）

19,846
億円
（H26年）

-
（H27年度）

-
（H26年度）

※ 数値目標については、社会経済情勢や政策動向等を踏まえながら、フォローアップしていく中で柔軟に見直しを行う。

◇ 数値目標の考え方

テーマ ファシリテーター（五十音順）

世界水準
の観光地
の形成

矢ケ崎委員
（東洋大学国際観光学部教授）

食料供給
基地として
持続的発展

片石委員：水産
（中央大学研究開発機構准教授）
神田委員：輸出
（城西国際大学経営情報学部客員
教授）

中嶋委員：農、総合拠点、輸出
（東京大学大学院農学生命科学研究科
教授）

林委員：総合拠点
（慶應義塾大学大学院ＳＤＭ研究科
特任教授）

北海道型
地域構造の
保持・形成

五十嵐委員
（一般社団法人北海道総合研究調査会
理事長）

石田委員
（日本大学特任教授）
小磯委員
（一般社団法人地域研究工房代表
理事）

地域づくり
人材の発掘
・育成

田村委員
（北海商科大学商学部教授）

強靱な
国土づくり

山田委員
（中央大学理工学部教授）

2



北海道観光の現状と課題

北海道観光の現状
外国人宿泊客延数の振興局別割合（H29年） 月別客室稼働率（H29年）

来道外国人旅行者数の推移

出典：北海道「北海道観光入込客数報告書」、日本政府観光局（JNTO） 出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」
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○急増する旅行者の受入を可能とする
ゲートウェイ機能の強化・観光地への
交通アクセスの円滑化

○スムーズに観光を楽しむための
ストレスフリーな移動･活動を可能とする
環境整備

○旅行者を呼び込むための
地方部･端境期(特に春秋)の需要創出

○旅行スタイルの変化（団体→個人）に
応じた観光メニューの多様化

課題

外国人旅行者の受入環境整備（移動や多言語対応）
地域間・季節間の旅行需要の偏在緩和
観光消費の増大に向けた滞在期間の長期化
リピーターの確保（北海道ファンの確保）

名寄周辺モデル地域の観光入込客数の推移

○ 外国人旅行者は近年急増。一方で、外国人旅行者の訪問先は道央圏に集中。客室稼働率の季節変動も大きい。
○ 名寄周辺モデル地域の宿泊客延数は、日本人・外国人ともに増加傾向にあるが、宿泊時期は夏に集中。
○ 北海道が率先して「全道・通年・フル稼働」を目指すことにより、我が国が目標としている「観光先進国」の実現をリード。

訪日外国人旅行者のうち
北海道を訪問する割合

1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

25 20 21 25 39 56 73 80 14 5 14 20 
25 

38 
42 51 

25 
16 23 33 

40 

52 
58 

70 

15 
15 

17 
24 

33 

44 

50 

63 

79 
56 

76 
101 

137 

190 
223 

264 
9.1 9.0 9.0 

9.8 10.2 9.6 

9.3 9.2 

0

2

4

6

8

10

12

0

50

100

150

200

250

300

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（万人） （％）

（年）
道央

5,266.7, 73.6%

道南

557.6, 7.8%

道北

854.2, 11.9%

釧路・根室

183.1, 2.6%

空知, 42.0, 0.6%

石狩

3,116.1

43.5%

後志, 1,022.5, 14.3%

胆振

1,083.6, 15.1%

日高, 2.4, 0.03%

渡島 557.1, 7.8%

檜山, 0.4, 0.01%

上川, 827.9, 11.6%

留萌, 0.8, 0.01%

宗谷, 25.5, 0.4%

オホーツク, 123.4, 1.7%

十勝, 173.2, 2.4% 釧路 172.4, 2.4%
根室, 10.7, 0.1%

総計
7,158.1
千人泊

出典：
北海道「北海道観光
入込客数報告書」
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名寄周辺モデル地域の宿泊客延数の推移
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名寄周辺モデル地域の月別宿泊客延数



「観光先進国」実現をリードする世界水準の観光地の形成《主な取組》

ゲートウェイ機能の強化・観光地への交通アクセスの円滑化

ストレスフリーな移動・活動を可能とする環境整備

道の駅の観光情報拠点化外国人旅行者に優しい道路情報
道路情報板における英語による道路情報発信

「北海道地区道路情報」英語版
国道・道道の通行止め情報をリアルタイム発信

パンフレットの多言語化
・エゾシカ衝突事故マップ ・冬道ドライブの心構え

「通行止め解除予告」の英語表示

新千歳空港の機能強化 高規格幹線道路の整備

室蘭港への寄港状況
（ぱしふぃっくびいなす、飛鳥Ⅱ）

・クルーズ船の大型化への対応
（函館港、小樽港、稚内港）

クルーズ船の受入環境の改善
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広域観光周遊ルート（国土交通大臣認定）
・「アジアの宝 悠久の自然美への道 ひがし北・海・道」
・「日本のてっぺん。きた北海道ルート。」

北海道新幹線
（写真提供：JR北海道）

・平成２８年度からの国際線航空便の
乗り入れ制限の緩和及び１時間当た
りの発着枠の拡大を最大限活用し、
国際線航空便の受け入れ拡大を着実
に実施 等

北海道横断自動車道網走線

JNTO認定外国人観光案内所
道の駅「流氷街道網走」

○ ゲートウェイである新千歳空港の機能強化や観光地への交通アクセスを円滑化する高規格幹線道路等の整備を推進するとと
もに、外国人旅行者に優しい道路情報の提供など、外国人の満足度を一層高める観光地域づくりに向けた取組を推進。

○ 道内各地の観光資源を生かし、移動を楽しむドライブ観光やサイクルツーリズム、河川空間を活用したツーリズム等の長期間・
何度も楽しめる魅力ある観光メニューの創出、観光振興に携わる多様な人材や関係機関との連携・協働を図る取組を推進。

河川空間を活用したツーリズムの推進

地方部・端境期（特に春秋）の需要創出、観光メニューの多様化

外国人ドライブ観光の推進 北海道ドライブまるわかり
ハンドブック

外国人旅行者が安
全・安心・快適にドラ
イブ観光を楽しむた
めのポイントを整理。

・８言語（日・英・繁・
簡・韓・タイ・仏・独）

・レンタカー協会やＪ
ＮＴＯ海外事務所等
のHPに掲載

外国人ドライブ観光の推進及び周遊実態の把握

HPやアプリで北海道観
光情報を海外へ発信、
ドライブ観光客を誘客

アプリで地方部の
最新情報を入手

レンタカーで北海道
の地方部へ

GPSデータから移動
経路等を把握し、多
様な主体の連携・協
働による施策に活用

地域や関係機関との連携による観光振興の取組

地域活動団体・取組と連携
・シーニックバイウェイ北海道 ・「わが村は美しく－北海道」運動
・北海道マリンビジョン２１ ・みなとオアシス
・北海道価値創造パートナーシップ活動 などの活動団体・取組との連携。

シーニックナイト
（支笏洞爺ニセコルート）

○魅力的な水辺空
間の創出、水辺利
活用を促進するか
わまちづくり等を通じた、北海道らしい地域づくり・観光
振興に貢献する取組を推進
○各種取組を組み合わせ効果的に施策を推進

かわたび
HP

○協議会等への
参加によるネット
ワークづくり

○地域や観光客
のニーズを把握

■観光資源の磨き上げ■地域との連携

○川の観光情報を
プラットフォーム化

○インスタやFBも
活用して、川の魅
力を発信

■川の魅力の発信

○かわまちづくり等
により地域資源の
観光資源化

石狩川流域圏会議

かわまちづくりＷＧ

美瑛川サイクリングロード

千歳川川床

「かわたび北海道」
プロジェクト

サイクルツーリズムの推進

モデルルート試行による
自転車走行環境の創出

サイクルラックや工
具を設置（道の駅、
観光施設等の立寄
施設）

案内シールによる
ルートの案内

○受入環境の改善

試行を開始したモデルルート

○自転車走行環境
の改善

試行の取組

国内外の
サイクリスト

○受入環境の改善
○自転車走行環境

の改善
○情報発信・サイク

リストとのコミュニ
ケーション

北海道のサイクルツーリズム推進方策
とりまとめ（H30年度予定）

世界水準のサイクリング環境を構築

評価・
意見

情報
発信

世界水準のサイクリング環境を
構築してサイクルツーリズムを
推進するため、Ｈ２８年度に検
討委員会を設立し、Ｈ２９、３０
年度にモデルルートでの試行
を実施。試行を通じ、サイクリス
トの受入環境の改善及び情報
発信を行うとともに、安全で快
適な自転車走行環境を創出。複数空港の一体的な運営の民間委託（手続き中）により

・航空ネットワークの充実強化
・空港間連携等による広域観光の振興
が期待される。

南側誘導路新設による国際線
導線変更（混雑緩和と地上走
行距離の軽減）

ターミナルビル拡張による
旅客処理能力向上

エプロン拡張における
スポット容量拡大

国際線ターミナルビル

国内線ターミナルビル

B滑走路

A滑走路



11箇所以上

23.3 %

6-10箇所

16.3 %

1-5箇所

29.1 %

立ち寄りなし

31.4 %

0 20 40 60 80 100

（％）

北海道ドライブ観光促進社会実験 実施概要

○ 北海道開発局では平成29年度に、北海道観光の課題である外国人旅行者の道央圏への偏在緩和等を図るため、スマート
フォン用アプリケーション（(株)ナビタイムジャパン提供）により、北海道、特に地方部の観光資源や特典提供施設の情報等を発
信し、主に外国人ドライブ観光客を北海道の地方部へ誘導する社会実験を実施。

○平成30年度は、「北海道ドライブ観光促進プラットフォーム」を設立（平成30年6月28日）し、外国人観光客の移動経路等の情報
を地方公共団体や観光関係団体等と共有することにより、オール北海道で外国人ドライブ観光を促進。
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道央圏

70.5%

地方部

29.5%

札幌市

41.3%

石狩（札幌市を

除く） 2.7%

空知 0.5%

後志

6.6%

胆振

18.7%
日高

0.6%

道南圏

10.1%

道北圏

12.5%

オホーツク圏

2.3%

十勝圏 1.9%
釧路・根室圏 2.7%

道央圏

57.5%

札幌市

32.7%

石狩（札幌市

を除く） 3.1%

空知

0.3%

後志

10.8%胆振

10.4%
日高 0.3%

道南圏

9.1%

道北圏

20.5%

オホーツク圏

5.7%

十勝圏 2.5%
釧路・根室圏 4.7%

実験期間：H29.9.1～11.30
対象地域：札幌市を除く北海道全域
観光情報：339資源
特典提供施設：249施設

■アプリ利用者の国・地域別構成割合

香港

22.7%

シンガポール

18.2%

台湾

14.3%

マレーシア

13.4%

韓国

9.6%

タイ 7.3%

オーストラリア

4.5%

中国 2.6%
カナダ 1.8%

米国 1.7%
その他・不明3.9%

■1,211人の外国人観光客が北海道
内でアプリ「Drive Hokkaido!」を
利用｡ (実験期間中の全道の外国
人レンタカー貸渡台数19,543台の
約6％に相当)

■国・地域別では香港、シンガポー
ル、台湾、マレーシアの方が多く
利用。

Ｎ＝1,211

アプリ利用者の属性

【地方部への誘導】
■全旅行者の地方部宿泊割合
29.5％(道庁調査)に対し、
社会実験では42.5%。

北海道ドライブ観光促進社会実験の効果

北海道観光入込客数調査（H28.9～11月）

■外国人観光客の圏域別宿泊割合

本社会実験結果（GPSデータ）

【旅行日数】
■全旅行者の平均旅行日数
3.8日（道庁調査）に対し、
社会実験では5.8日。

外国人ドライブ
観光客

（H29年9～11月
本実験における
アプリ利用者）

全旅行者
（他の移動手段を

含む、H28年度
北海道観光入込
客数調査より）

■平均旅行日数

3.8日

5.8日

0

2

4

6

8 （日）

社会実験の概要

【アプリ等による情報発信】
■利用者アンケートにて、アプリを閲覧して立ち

寄った施設があると回答した方が約7割。

Ｎ＝86
■アプリを利用して立ち寄った施設数

68.7%



社会実験（H29年9～11月）におけるGPS測位・滞在の状況

○ レンタカー以外の交通手段では訪問が難しい地域も含めて、北海道内各地を広く周遊。
○ 一方、滞在は、札幌、登別、函館、旭川、釧路、知床など、一部主要観光地に集中。
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「滞在」について
取得した外国人旅行者GPSデータのうち、同一1kmメッシュ
内に30分以上滞在した人を「滞在」と定義

「測位」について
特定のメッシュ内に存在していた外国人旅行者
のGPSデータ測位者数をカウント

■全道におけるＧＰＳデータ測位者数（10㎞メッシュ） ■全道における滞在者数（10㎞メッシュ）

データ期間：2017年9月1日～2017年11月30日（3ヶ月）

N≧3を表示

凡
例

10 以下

11 以上 30 以下

31 以上 100 以下

101 以上 300 以下

301 以上

特典提供施設

観光資源

10kmメッシュ別

※詳細は北海道開発局HPを御覧ください。http://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/renkei/splaat0000017w61.html



名寄駅周辺の周遊状況（H30年4～6月）

○ 外国人ドライブ観光促進に向けて、本年４月に(株)ナビタイムジャパンと北海道開発局が協働事業実施に関する協定を締結
し、平成30年度も引き続きアプリによる情報発信及び周遊実態の把握を実施。

○ 北海道ドライブ観光促進プラットフォームに参加いただくことで、他地域や他のデータの閲覧が可能となります。
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■H30年4～6月 測位者数（1kmメッシュ表示）

出典：ナビタイムジャパン提供アプリ「Drive Hokkaido!」GPSデータ

■H30年4～6月 30分以上滞在者数（1kmメッシュ表示）



北海道ドライブ観光促進プラットフォーム

8

○ 株式会社ナビタイムジャパンが運営するスマートフォン用アプリケーション「Drive Hokkaido!」（以下
「アプリ」という。）により外国人観光客の利便性向上に資する情報を発信するとともに、外国人観光客
の移動経路等のデータを継続的に把握し、関係機関と共有することで、オール北海道でドライブ観光を促
進するための新たなプラットフォームを構築。

平成30年6月28日設置

※ 事務局（北海道開発局）にて

参加機関を募集中！
http://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/
renkei/splaat000001bhbx.html

プラットフォームは、アプリから得られる外国人観光客のデータを共有し有効に活用することで、北海道に
おける外国人ドライブ観光の促進を図ることを目的とする。

目 的

・共有されたデータの活用等による
外国人ドライブ観光促進の取組を
実施

株式会社ナビタイムジャパン北海道開発局 参加機関（地方公共団体・観光団体等）

・より多くのデータ収集のために
アプリのダウンロードを促進

・開発局が所有、株式会社ナビタイム
ジャパンが運営するSNS等を活用し
観光情報等の発信を実施

・プラットフォームの運営（事務局）

・アプリ運営への協力

・参加機関へのSNS等による情報発信
機会の提供

・アプリの運営及びデータ取得・整理

・整理したデータのプラットフォーム
への提供及び利活用に係る助言

・SNS・WEBサイトの運営協力 等

今後、プラットフォーム参加機関が一堂に会し、情報交換を行う機会の開催を検討



9

参考資料１
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北海道観光の復興に向けた北海道開発局による情報発信①

○北海道開発局に関係する多様なツールを用いて、北海道知事からのメッセージと同様の趣旨で、
震源地から離れた大部分の地域では観光客の受入に全く支障がないことを発信

○今後も関係するイベント情報等を継続的に発信し、北海道の観光情報の発信を推進

北海道開発局のＳＮＳ及びホームページでの取組

９月18日の北海道知事からの
メッセージを参考に、北海道
庁のTwitterをリツイートし
て北海道の情報発信を実施。

本局のみならずSNSを活用している
全ての開発建設部（６部局）で当該
記事をリツイートして広く発信。

シーニックバイウェイ支援センターとの連携

シーニックバイウェイ支援センターのフェイスブックにより、
北海道観光を楽しむことができることや各機関の発信内容を紹介

北海道開発局のホームページの
トップページにおいても、同様
の趣旨のメッセージを発信。

参考資料２
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北海道観光の復興に向けた北海道開発局による情報発信②

『かわたびほっかいどう』での取組 『わが村は美しく北海道』での取組

『わが村は美しく北海道』運動フェイスブックで、当該運動に関係
する道内各地のイベントは通常通り開催されていること等を発信

『かわたびほっかいどう』のホー
ムページでライフラインの大半が
復旧し、北海道観光を安全に楽し
むことができることを発信

漁港漁村の観光情報等を発信するホームページで、北海道は安心して
観光できることを発信（北海道開発局ホームページにリンク）

北海道開発局HPで、
クルーズ船に関する情報を発信

クルーズ船岸壁の暫定供用とクルーズ船の受入

函館港若松地区で整備してきたクルーズ船岸壁が、平成３０年１０月に
暫定供用開始となったことを発信

函館港若松地区クルーズ船岸壁

『漁村情報発信ポータルサイト』での発信
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北海道観光の復興に向けた北海道開発局による情報発信③

北海道開発局開発建設部のＳＮＳでの取組①

各地域の観光情報等を開発建設部のＳＮＳでも随時発信し、北海道開発局や開発建設部で相互にリツイートして広く発信。
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北海道観光の復興に向けた北海道開発局による情報発信④

北海道開発局開発建設部のＳＮＳでの取組②



北海道開発局による外国人旅行者向けの情報発信

地震関連の情報発信

○北海道における外国人ドライブ観光を促進するSNS「Drive Hokkaido!」等を活用し、北海道胆振
東部地震が発生した９月６日から交通機関の運行情報等を外国人旅行者向けに英語で随時発信

○９月18日には「交通機関は通常運行しており、観光施設等もほぼ影響がないこと」「紅葉時期を
前にしてみなさまをお迎えする準備ができていること」の観光復興に向けた情報発信を実施

停電や公共交通の運休等の情報を
９月６日の地震発生日から速やか
に発信し、状況の推移に応じて情
報をその後も随時更新。

９月14日にはほとんどの交通機
関が通常通り運行していること
を発信したほか、９月18日には
観光復興に向けた情報発信を実
施。

10月に北海道観光を予定している
外国の方から感謝のコメントが寄
せられた。

※本フェイスブックは北海道開発局
が保有するもので、株式会社ナビ
タイムジャパンと連携して運営。
英語等で北海道の観光情報を発信。
約３万６千人がフォロー。

地震関連の情報発信

フェイスブック同様に公共交通情報等を９月６日
の地震発生日から速やかに発信し、状況の推移に
応じて情報をその後も随時更新。

９月18日には観光復興に向けた情報発信を実施。

北海道開発局は、株式会社ナビタイムジャパンと
協働により、同社が運営するスマートフォン向け
アプリケーションを活用して観光情報等を発信
し、北海道における外国人ドライブ観光を促進。

フェイスブック「Drive Hokkaido!」 スマートフォン向けアプリケーション「Drive Hokkaido!」

新たなドライブ情報発信アプリ「北海道 道の駅GO」10/12～

ドライブ情報発信機能等を有する新たなスマートフォン用アプリケー
ション（多言語）を提供し、外国人ドライブ観光をより一層促進。
（http://www.hkd.mlit.go.jp/ky/release/splaat00000194ji-att/splaat000001ez4i.pdf）

■ドライブ情報発信機能
○シーニックバイウェイ北海道情報 ○進行方向案内
○エゾシカ飛び出し注意情報

■道の駅スタンプラリー機能

北海道観光の情報発信
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北海道観光の情報発信



国営滝野すずらん丘陵公園の早期復旧と情報発信
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被害と復旧状況

台風21号による停電、倒木等のため、９月５日から臨時閉園。
北海道胆振東部地震によって公園内の一部施設がさらに被災。

・９月９日（一部エリア開園初日）はファミリー層等約５百人が利用。

・９月15日～17日（全園開園・3連休）はイベントも実施されて、
約１万３千人の入園者数（速報値）となり、例年並みに回復。

速やかに復旧し段階的に開園

情報発信（HP・SNS）

ホームページやTwitter等のSNSで開園状況等を随時情報発信

○滝野すずらん丘陵公園は、９月５日の台風21号、９月６日の北海道胆振東部地震を受けて
臨時閉園を余儀なくされたが、速やかに復旧作業を行い、４日後の９月９日に一部エリア開園、
９月15日には全園開園を実施。

○開園情報は、公式ホームページやTwitter等のSNSで随時情報発信し、９月15日からの３連休では
入園者数は例年並みに回復。

公式ホームページ

Twitter



シーニックバイウェイ北海道との連携による
首都圏での北海道の魅力と観光情報の発信
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首都圏の商業施設で行われる北海道まるごとフェアの機会を捉え、シーニックバイウェイ北海道等
と連携して、北海道の魅力と観光情報を首都圏で発信し、北海道観光の復興に貢献

シーニックバイウェイ北海道の取組

日 時：平成30年10月12日（金）～14日（日）
場 所：サンシャインシティ（東京・池袋）噴水広場
出展者：シーニックバイウェイ北海道推進協議会・シーニックバイウェイ支援センター・北海道地区｢道の駅｣連絡会
概 要：北海道内のほぼ全ての地域で観光客の受入に支障がないことを動画等で発信するとともに、北海道内の魅力

的な道路景観や食をＰＲする展示を実施

会場大型スクリーンでの
観光情報動画

道の駅で入手できる
産直品の情報冊子配布

北海道内のほぼ全ての地域で観光客の受入に
支障がない等の観光情報や、道内各地域からの
「元気です」をPRする動画を投影

産地直送の農水産品を入手できる道の駅と、
入手可能な時期をカレンダー形式で示した
情報冊子「道の駅産直カレンダー」を配布

魅力ある道路景観を有し、地域の活動団体と道路
管理者の協働による景観保全やPR等の取組を
実施している「秀逸な道」の写真を展示

（参考）北海道まるごとフェアinサンシャインシティの概要

シーニックバイウェイ「秀逸な道」
の景観写真展示

日 時：平成30年10月12日（金）～14日（日）
場 所：サンシャインシティ（東京・池袋）
主 催：北海道まるごとフェアinサンシャインシティ実行委員会（事務局：（一社）北海道商工会議所連合会）・サンシャインシティ
概 要：｢北海道まるごとフェアinサンシャインシティ｣では、美味しい食が揃う北の大地“北海道”をテーマとして、北海道各地の

特産品販売を行う北海道物産展、観光ＰＲブースでの展示などが開催。



公共施設を観光資源として活用した地域の活性化
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北海道開発局が整備・管理する公共施設を活用した観光ツアーを道内外の旅行会社と連携して
実施（北海道胆振東部地震後８件）することにより、北海道内の観光需要を喚起するとともに、
連携する旅行会社に対して、観光ツアーの企画・実施や北海道の観光情報等の発信を働きかけ。

日付 ツアー名 旅行会社

９月29日（金）
インフラ歴史ツアー十勝編『日本の食卓を支える十勝農業とその礎となるインフラをめぐる』

（畑地かんがい事業地、札内川ダム）
(株)シィービーツアーズ［札幌市］

10月13日（土）
北海道を支えた土木インフラ事業の歴史 道・港・川・そして農地

（小樽港、川の博物館、石狩川頭首工関連施設群）
(株)シィービーツアーズ［札幌市］

10月14日（日） 「高校生レストラン」と新桂沢ダム建設工事特別見学～三笠市の魅力をたずねる旅～
東武トップツアーズ(株)札幌支店

［札幌市］

10月16日（火） インフラ歴史ツアー釧路編『地域の暮らしと産業を支える「釧路港」の歴史』（釧路港） (株)阿寒バス商事［釧路町］

10月19日（金） 日生バイオ工場・舞鶴遊水地・新桂沢ダムの嵩上工事見学 大人の社会科見学 空知編
クラブツーリズム(株)

北海道旅行センター［札幌市］

10月24日（水） せたな町あわび山荘であわび料理！雲石峠・梅村庭園紅葉三昧！（美利河ダム） (株)読売旅行札幌営業所［札幌市］

10月27日（土） インフラ歴史ツアー釧路編『地域の暮らしと産業を支える「釧路港」の歴史』（釧路港） (株)阿寒バス商事［釧路町］

11月14日（水） さようなら夕張支線と晩秋の優駿ロード（千代田新水路、十勝ダム） (株)銀のステッキ［兵庫県］

職員が施設を案内し、その役割等
を解説することにより、公共施設
の重要性等について多くの方に理
解を深めていただくとともに、公
共施設を観光資源として活用する
ことで地域活性化に貢献

9/29 畑作かんがい事業地現場・
農業用水導水管（中札内村）

北海道胆振東部地震後の実施ツアー

公共施設見学ツアーの取組

10/16 釧路港10/13 川の博物館（石狩市）
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シーニックバイウェイ北海道との連携等により、外国人ドライブ観光客が多く利用する道の駅等
10か所に「元気です 北海道／Welcome! HOKKAIDO, Japan.」のロゴ等を配置した道の駅ＳＮＳパ
ネルを設置し、国内外の旅行者による北海道の観光情報の発信を促進

道の駅ＳＮＳパネルを活用した旅行者による情報発信の促進

道の駅ＳＮＳパネルの設置箇所等

●設置箇所
道の駅摩周温泉 （川上郡弟子屈町湯の島３丁目５番５号）
道の駅ニセコビュープラザ （虻田郡ニセコ町字元町77番地10）
道の駅あさひかわ （旭川市神楽４条６丁目１番12号）
道の駅自然体感しむかっぷ （勇払郡占冠村字中央）
道の駅ひがしかわ「道草館」（上川郡東川町東町１丁目１番15号）
道の駅びえい「丘のくら」 （上川郡美瑛町本町１丁目９番21号）
道の駅うとろ・シリエトク （斜里郡斜里町ウトロ西186番地８）
道の駅流氷街道網走 （網走市南３条東４丁目）
道の駅わっかない （稚内市開運）
道の駅びえい「白金ビルケ」（上川郡美瑛町字白金）

道の駅ＳＮＳパネルのデザイン（例） 設置状況（道の駅摩周温泉の例）

外国人旅行者向け観光情報等の掲示場所（釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイ
ウェイの情報提供スペースと連携）付近に道の駅ＳＮＳパネルを設置。

外国人旅行者向け観光情報等

道の駅ＳＮＳパネル設置場所

道の駅摩周温泉観光案内所の入口付近

ＳＮＳパネルは、ＳＮＳの投稿画面の形
をした写真撮影に用いるパネル。パネル
中央部から顔を出して、ＳＮＳのような
写真を撮影することが可能。

使用イメージ

●設置日
平成３０年１１月２日（金） ただし、道の駅摩周温泉は設置済



平成30年３月に「地域活性化に資する連携協力協定」を締結している北海道銀行との連携により、
シーニックバイウェイ北海道等と連携して収集した北海道内各地域からの「元気です 北海道」
メッセージ動画を道内外の銀行の約300店舗において発信

北海道銀行との連携による道内外での観光情報動画の発信

メッセージ動画の提供 北海道銀行等の道内外の銀行店舗での発信

北海道内各地域からの「元気です
北海道」メッセージ動画を提供

北海道開発局

×

道内外の銀行の約300店舗において、メッセージ動画を
発信（協力：北陸銀行）

イメージ

提供元

シーニックバイウェイ北海道 支笏洞爺ニセコルート
旭川市、千歳市、ニセコ町、登別市、函館市
（収集協力：シーニックバイウェイ北海道・北海道運輸局）

発信店舗・期間

店舗モニターのイメージ

対 象 店 舗：
道内外の銀行の店舗 298店（道内149店、道外149店）
（内訳）北海道銀行 132店（道内130店、道外２店）

北陸銀行 166店（道内19店、道外147店）
発 信 期 間： 平成30年11月８日～年内を予定
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